
ケア・コミュニケーション（第 4版 FM1183）で使用している用語について 

 

本書で使用している用語・表記の考え方は次のとおりです。改訂時には用語・表現の 

使用状況等を考慮し、変更を検討いたします。 

 

①「障害」「障害者」 

テキスト p.141 より抜粋 

 

②「徘徊」(テキスト p.147、p.148) 

下記の資料にもとづき「徘徊」という表現を使用しています。 

厚生労働省総務課認知症対策推進室資料（令和 2 年 2 月）ｐ.136 より抜粋 

以上 

なお、認知症の行動・心理症状（BPSD）のひとつに、いわゆる「徘徊」といわれ 

る症状があるが、「徘徊」という言葉が「目的なく歩き回ること」などの意味を持 

つことから、認知症の本人の方より、目的があって外出したものの道がわからなく 

なってしまうなど、本人なりの理由があっての行動であり、こうした行動について 

目的がないとされる「徘徊」という言葉を使用されることには抵抗がある旨の強い 

ご意見がある。 

一方で、現時点ではこれに代わる同定義の用語を定めることは困難であり、また 

BPSD としての症状を否定するものではないことから、認知症施策推進室では、そ 

の症状について用途や文脈によって判断し、敢えて使用する必要がない場合には、 

例えば「行方不明」「歩き回って道がわからなくなる」などの表現を用いることと 

している。各都道府県、市町村における用語の使用にあたり、参考にしていただき 

たい。 


